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先天性心疾患の早期発見を促す診療支援AI

HOPE LifeMark

胎児心臓超音波スクリーニング支援システム

「AIを用いてより多くの赤ちゃんを助けたい」
出生前診断率が30～50％の胎児の先天性心疾患について、AIを用いて胎児心臓の各部位の

検出結果を提示することで、医師の診療を支援し、出生前の早期発見・治療に貢献します。

販売名：ＨＯＰＥ ＬｉｆｅＭａｒｋ 胎児心臓超音波スクリーニング支援システム

医療機器承認番号：30600BZX00155000

一般的名称：超音波装置ワークステーション用プログラム

クラス分類：クラスⅡ（管理医療機器）

※本プログラムは、胎児心臓の各部位を検出することで検査者による
正常異常判定を支援することを目的とする製品であり、本プログラム
による検出結果のみで先天性心疾患のスクリーニングや確定診断を
行わないでください。

※本プログラムの胎児心臓の部位検出結果には、正常部位を検出しない
場合や、形態異常部位を検出する場合があります。
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HOPE LifeMark 胎児心臓超音波スクリーニング支援システム

AIによって胎児心臓の正常な部位を検出・結果表示

胎児の心臓スイープ動画から、妊婦健診の際に確認すべき心臓や周りの血管など18か所の部位をAIで検出し、部位検出

レポートとして表示します。胎児心臓の正常な部位をAIが検出・結果表示することで、産婦人科医による胎児の形態異常症例の

見落とし防止を支援します。

HOPE LifeMark 胎児心臓超音波スクリーニング支援システム 解析結果画面

利用イメージ

通常の胎児心臓超音波スクリーニング検査でのエコー画像を元に解析が可能なので、現在の妊婦健診の運用を変えることなく、

ご利用いただけます。また、検査中に解析結果が返ってくるため、解析が上手くいかなかった場合、妊婦さんがベッドに寝てい

る間に再度動画をキャプチャすることで解析のやり直しができるため、再度検査をし直す必要が無く、妊婦さんの負担を増やす

ことがありません。

または

心臓スイープ動画

F2

クラウド上へ
アップロード

2～3分で
解析結果返却

クラウド上へ
データ保存

医師から患者説明を行います。
万一、疑義が生じた場合には
精密検査の実施や、他院への
紹介を行います。
※必要に応じてデータを保存します。

患者説明・結果保存

解析結果が2～3分で返却され
ます。汎用PCで解析結果を確
認し、それを元に医師が正常
異常判断を行います。
※必要に応じてキャプチャー、

画像送信をやり直します

AI解析～正常異常判断

自動的に15秒前からの
映像がクラウド上に送信
され、クラウドのサーバ
上でAI解析が行われます。

画像送信

心臓のスイープが終了
したら、キャプチャー
の操作をします。
（※F2キー押下および、

フットスイッチ等の操作）

キャプチャー

フットスイッチ ON
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